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エボラ出血熱やデング熱等、世界中で深刻な感染症

の発生が報告され、特定の国や地域で発生した感染

症が短期間で世界中のあらゆる場所に広がりうる状況

となっている。さらに昨今ではバイオテロなどの人為的

リスクも強く認識されるようになってきた。国際化の進

展に伴い、日本における感染症のリスクも高まっており、

諸問題に対する喫緊の対応が必要である。

感染症対策の一層の強化により「さまざまな感染症の脅威から

人びとの安全を確保した社会」を実現する。

感染症サーベイランスの徹底と強化により、大規模イベント開催時

における感染症等の異常発生の早期探知と迅速な対応を行う。

感染症に関する医師等からの情報収集、専門家による解析、国民・医療関係者

への情報提供および公開を行うことにより、感染症に対する有効かつ的確な予防

対策を図り多様な感染症の発生・拡大を防止する。

社会情勢／社会課題 長期ビジョン

東京大会での役割

ソーシャルインパクト

大会前から、感染症への万全な

体制を組んでいることを、

広くPRしていく。

1 シェアードバリュー

各自治体等への技術連携。

3大会ホスピタリティ

流行前からの事前情報や

発生後の正確な情報などを、

素早く国民等に届ける。

2

2020年に向けたコンセプト

3つの手段

Disease Information Innovation 2020

感染症サーベイランス強化
感染症の発生をすばやく察知・公開し、健康的な暮らしを守る

世界各国から多くの人が流入することで懸念される感染症流行を
迅速に探知するための感染症サーベイランスの強化取 組 概 要
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感染症の
診断機能向上の
ための研究

昆虫媒介性
ウイルス感染症
に対する総合的
対策に関する研究

国立感染症研究所
（感染症疫学センター）厚生労働省

都道府県庁

地方感染症情報センター

「感染症サーベイランス」で感染症の流行を迅速に探知し、情報を収集・分析します。

医
療
機
関
や
国
民
へ
の
情
報
提
供
・
公
開

感染疑いのある海外渡航者を

空港や港でしっかりとチェック

感染症発生時には適切な対策を実施し拡大を防ぎます。

感染発生状況や正しい知識を

広く国民に情報配信

サーモグラフィ
による体温測定

技 術 の 概 要

感染リスクが高い場合は

感染症指定医療機関へ搬送
海
外
渡
航
者
に

エ
ボ
ラ
出
血
熱
感
染
の
リ
ス
ク
が
あ
る
場
合

感染リスクが低い場合も

一定の期間、健康監視を実施

医療機関 検疫所

保健所

自然発生的な感染症の脅威に対し、感染症サーベイランスを
強化することで感染症から国民及び世界の人々を守る。展開イメージ
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感染症の発生状況を様々な場所で収集・分析するとともに、国民への正確でスピーディーな情報提供・公開を実現する体制を構築し、

感染症の蔓延から人々を守ります。

感染症サーベイランス

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）」に基づき、

感染症法に規定された疾患の患者が、全国でどのくらい発生したのかを調査集計してい

ます。感染力、感染した場合の危険性などから、感染症を1類から5類に分類し、全国規

模の感染症の情報収集・還元システムを構築しています。

感染疑い患者の早期発見

●空港や港などに設置された検疫所で、サーモグラフィによる高体温者の監視を実施。

●医療機関や検疫所等から保健所に感染症発生状況を届出。

国内情報の収集・解析・発信

管内情報の収集・解析・発信

●収集された情報を分析し、医療機関に情報を還元するとともに、

国民に対して感染症情報や注意喚起を配信しています。

●国内の感染症発生状況を収集・分析し、国民へ向けて発信します。

●感染症対策強化に関する研究を実施しています。

感染症対策強化に関する研究

【感染症サーベイランス】技 術 紹 介

国立感染症研究所
（感染症疫学センター）厚生労働省

都道府県庁

地方感染症情報センター
医
療
機
関
や
国
民
へ
の
情
報
提
供
・
公
開

医療機関 検疫所

保健所
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感染症の診断について、新興感染症の発生に備え、医療機関が自ら

実施することが可能な迅速･簡便な病原体検査法の開発に関する研

究を行うなど、感染症の早期診断・治療並びに発生動向の迅速かつ

正確な把握に資する研究を実施しています。

感染症の診断機能向上のための研究
デング熱をはじめとした昆虫が媒介する感染症について、ウイルスの

分子疫学的解析や病原性の解析を行うとともに、検査診断法の開発

のための科学的基盤の形成など、昆虫媒介性ウイルス感染症の対策

に資する研究を実施しています。

昆虫媒介ウイルス感染症に対する

総合的対策に関する研究

【感染症の診断機能向上のための研究】
【昆虫媒介ウイルス感染症に対する総合的対策に関する研究】技 術 紹 介
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国民への感染症関連情報の提供

●広く国民等に対しては、感染情報がHPなどで

配信され、スマホ等で閲覧できる。

●HPでは、感染症に対する正しい理解を促す

様々な情報が配信されている。

［配信情報例］

・エボラ出血熱に対する正しい知識

・海外での流行情報

・国内での現状の発生状況 等

感染疑い患者の発見

●エボラ出血熱流行地域に滞在した2名

（AさんとBさん）が飛行機で帰国する。

●空港に設置されたサーモグラフィによる

体温測定で、Aさんに熱があるのが確認され、

空港の検疫所で問診を受ける。

同行者の経過観察

●帰宅して一定の期間、体温を報告してもらい、

健康監視を行う。

感染疑い者の精密検査・医療の実施

●感染症指定医療機関へ搬送され、感染の有無を

確認する検査が迅速に行われる。

●検査の結果、感染が確認された場合、感染症指定

医療機関により、適切な医療が公費により提供される。

A B

感染の
リスクが
高いと
判断された
Aさん

感染の
リスクが
低いと
判断された
Bさん

【海外渡航者の“エボラ出血熱”疑いの場合】そ の 他
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平成26年2月2日

リーダー府省：厚生労働省

プロジェクト② 実施計画書

世界各国から多くの人が流入することで懸念される
感染症流行を迅速に探知するための
感染症サーベイランスの強化
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○一類感染症、二類感染症、三類感染症、四類感染症、

新型インフルエンザ等感染症及び五類感染症（全数把握対象疾患）の患者等を診断した医師

国

民

・

医

療

関

係

者

情
報
の
提
供
及
び
公
開

患者情報の収集・分析及び提供・公開体制 （感染症サーベイランス事業）

2．実現に必要な取組

保健所
保健所管内の患者情報の解析

地方感染症情報センター
都道府県内等の患者情報、病原体情報の解析

図中①：保健所を設置する市又は特別区が存在する場合
図中②：都道府県が直接保健所を設置している場合

○指定届出機関（患者定点）の管理者
当該医療機関の医師が五類感染症（定点把握
対象疾患）の患者等を診断した場合

保健所設置市・特別区の本庁

都道府県庁

厚生労働省
国立感染症研究所（感染症疫学センター）

①②

届出（第14条）届出（第12条）
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2 2．実現に必要な取組

研究開発 感染症サーベイランスの強化に資する研究開発の例

デング熱をはじめとした昆虫が媒介する感染症について、ウイルスの分子疫学的解析や病原性の解析を行うとと

もに、検査診断法の開発のための科学的基盤の形成など、昆虫媒介性ウイルス感染症の対策に資する研究を

実施。

昆虫媒介性ウイルス感染症に対する総合的対策に関する研究

感染症の診断について、新興感染症の発生に備え、医療機関が自ら実施することが可能な迅速･簡便な病原体

検査法の開発に関する研究を行うなど、感染症の早期診断・治療並びに発生動向の迅速かつ正確な把握に資

する研究を実施。

感染症の診断機能向上のための研究
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2 3．役割分担・事業主体

事業主体

＜感染症サーベイランス事業＞
・厚生労働省
・都道府県
・保健所設置市･特別区
・地方感染症情報センター
・保健所
・医療機関

取組内容 担当機関

研究開発

感染症サーベイランスの強化に
資する研究開発

厚生労働省

規制・制度改革

システム設計
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主な取組 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

新
興
・
再
興
感
染
症
に
関
す
る

新
た
な
迅
速
診
断
法
等
の
開
発

※第4回総合科学技術・イノベーション会議資料より

・厚生労働省
「新興・再興感染症に対する

革新的医薬品等開発推進研究事業」

・文部科学省
「感染症研究国際展開戦略プログラム（J-GRID）」

アジア・アフリカ圏における新興・再興感染症が国内への感染流入時に、迅速な予防・診断・治療対策が
行えるよう、同プログラムで設置した各研究拠点における研究成果を国立感染症研究所と共有するととも
に、共同研究プログラムを策定し、若手研究者の育成・底上げを図る。

○データベース登録に係るネットワークシステムの構築、強化

海外（特にアジア地域）から国内への新型インフルエンザをはじめとする感染症の流入が見られる中、迅速
な予防・診断・治療を図るため、国立感染症研究所とJ-GRIDの海外研究拠点が連携して病原体情報を収
集し、病原体ゲノムデータベースを構築・解析することで、新たな迅速診断法の開発やリスクアセスメントを
行い、国内外における総合的な感染症対策の実施を図る。

国際的なリスクアセスメンﾄ

J-GRID

感染研

○ワクチン研究開発の促進
（ノロウイルスワクチン、経鼻インフルエンザワクチン）

継続的な取組
共同
開催

※

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象

4．工程表

○検体収集
調査研究
基盤強化

○データベース登録に係るネットワークシステムの構築
○病原体遺伝情報及び疫学情報の集積 継続的な取組

○ゲノム
解析基盤
強化

データベース構築等によるリアルタイムな情報共有体制の整備、及びワクチン等医薬品開発の連携

各国へ分析結果のフィードバック

実用化試験
○新たな迅速診断法等
のプロトタイプの作成

○得られた病原体解析情報を分析し、
薬剤のターゲットを特定

○病原体全ゲノム情報及び
疫学情報の集積

・病原体のゲノム解析
・病原体の高感度検出
技術開発

○地方衛生
研究所等の
・検体収集
・検査技術向上

○感染研の
データベース拡充
○国内外のゲノム情報を
国立感染症研究所の
データベースへ統合・解析
・ゲノム解析基盤強化
・ゲノム解析精度向上

継続的な取組

文科省↑
厚労省↓

継続的な取組

継続的な取組

非臨床試験・臨床試験を実施

○J-GRIDの若手研究者を国立感染症研究所に受け入れ、技術指導を行う。
○感染研に若手研究者を配置し、J-GRIDの海外拠点等に派遣する等により、連携の深化を図る

【健・厚30】

○各J-GRID拠点における実地研修の実施
○感染研での研修プログラムへの参加
○合同研究報告会の開催 等

（定期開催）○J-GRID拠点における
研究受入プログラムの策定
・1機関集中型
・複数機関連携型等

○拠点派遣前プログラムの策定

○各研修プログラムのtest pilot studyの実施

若手研究者の育成
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